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本

経

済

史

学

界

に

お.け
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村
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'

壽
の
示
す
と
こ
ろ
に.ょ
れ
ば
、
野
村
兼
太
郞
教
授
が
0:
本
経
^
^
に
関
す 

る
最
初
の
業
歡
を
発
表
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
年
、

S

国
に
於
ける
近
世
的
商 

業
の
萠
萍

——

町
人
階
級
発
達
史
序
説
I

」
(『

三
田
学.会
.雑
誌』

'第
，ニ.十
三
：
 

卷
第
七
吾
所
収

〕

，
で
あ
る
が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
、

'
.教
授
0-
関
心
：は
英
国
資
.，
 

本
主
義
成
立

興
：：

お
ょ
び
1

経
済
思
想
皮
に
；向
け
ら
れ
て
い
る
。
教
授
の

.
 ̂

の
分
膝
に
関
す
る
本1

な
業
廣
の
発
表
：は
、
昭
和
九
i
十
年
以
後
の
こ
と
で 

あ
っ
：た
。
即

ち

「

旗
本
屬
の
適
程
に
つ
い
て

」

1

一
田
学
会
雑2

第
一
--
-十 

八
巻
第
一>
所
驭
、.昭
和
九
苹

)

.を
皮
切
り
に
、
翌
年
の

「

大
名
貸
に
つ
い
て 

——

そ
.の
実
^

—

」

：9
一3
孥
会
：雜
誌

』

第
二
：十
九
巻
第r
¥所
収)

：以
後 

『

三
田
学
会
雑
誌

』

-'
を
始
め
、
教
授
が
主
宰
さ
れ
た
慶
囊
塾
経
済
史
学
会
の 

磯
関
認
.で
あ
る
‘『

歴
史
と
生
活

』

、

そ
'の
創
立.に
当
？
て
は
発
起
者
の
—*
人
で 

あ
り
、
且
つ.戦
後
代
表
理
事
と
し
て
君
臨
さ
れ
た
社
会
経
済
史
学
会
の
擞
関
誌

. 

■

『

社
会
経
済
史
学

』

.，.そ
'の
他
に
洪
水
の
如
く
次
々
.と
業
績
が
靡
表
さ
れ
た
：：。
-.そ

1

四

四C

九
五
：'六)

.

.

.

.

. 

- 

.
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'
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.

.
■
.
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,
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.

れ
ら
を
網
囉
的
に
紹
介
す
る
こ
'七
は

も
と
ょ̂

本
稿
の
目
的
'と
す
る
と
こ
ろ
で 

は
な
い
が
、
暮
作
目
顧
か
ら
も
判
断
さ
れ
る
如
く
、
こ
れ
ら
：の
専
門
的
研
究
の 

範
囲
は
ほ
ぼ
徳
川
時
代
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ

.と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
専 

.門
論
文
の
多
く
は
、
後
に
単
行
本
と
し
て
ま

-a
：
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、

『

徳
川 

封
建
社
会
の
研
究

』
.(

昭
和
十
六
年
、
日
光
書
院

)

、
.
S
世
社
会
経
済
史
研
绝 

(

霸
川
時
代̂

〈

昭
嘲
ー
ー
十
1
1

ー：年
、-#
木
書
店)

广『

維
新
前
後

』

.

(

昭
和
十
六 

年
、
日
竿
評.諭
社)

：が
そ
れ
で
あ
り
、.ま
た
他
の
随
筆
と
共
に

『

む
か
し
と
今 

と』

.(

昭
和
十
五
年
ク
ダ
ィ
ャ
モ
ダ
：ド
社

)

、'『

揲
史
余
瀝

』
(

昭
和
十
八
年
、
ダ 

ィ
ャ
モ
ン
：ト
社

)

、
'『

随

筆

.文
化
建
設

』
(

昭
和
一..一
十.一
年
、
，慶
應
出
版
社

) 

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
-0

ま
た
教
授
の
収
集
さ
れ
た
史
料
ど
、
そ
の
史
料
枇
判 

はf

五
人
組
帳
の.研
究』

(

'昭
和
十
八
年
、
有
斐
閣

)

、
.お
ょ
び『

村
3̂
讓

の
 

研
究i
.

(

昭
和
一一

十
四
年
、
有
斐
間

)

，
の
大
冊
に.ま
と
めら
れ
、
特
に
徳
川
時
代 

.€>
'
通

史
-9
5
者
作
と
し
て
は.

『

日
本
経
済
史

(

徳
川
時
代

)』
(

昭
和
一
一.十
ニ
ギ
、

'
東
洋
経
済
新
報8

,
と
な
つ
て
集
成
さ
れ
た
。

ノ
 

i
た
、
日
本
経
済
史
の®史
的
著
述
と
し
て
は
、
.講
義
テ
キ
ス
：ト
と
し
て
の

本
の
：の
他
、
：

f

日

本

経

棄』

昭
和
一.一：十
八
年
、:有
斐
閣)

■：
.' .は
、.刊
行
年
月
か. 

ら
言
っ
.て
も
個
溝
研
究
を
踏
ま
免
た
小
著
で
あ
る
。

'さ
ら
に
、
：
教
授
：が
畢
生
：

の
大
作
と
予
定
さ
れ
た
-
.

f

日
本
社
会
経
済
史

』

：
，.(

ダ

ィ

ヤ

モ

シ

：：

^

ぼ

、
全
.
ぐ 

:

十
二
巻
の
内
、
緯

一

羞
を
昭
和
ニ
十
或
年
に
、
' 
ま
た
第
：二
巻
を
翌
年
公
刊
さ
れ

. 

•

た

が

、
一
第

1
ー
暮
以
後
は
未
刊
ぬ
終
フ
：

■て
し
：ま
っ
た
。
.

,ゾ

: 
一：

こ
め
他
、
経
済
史
プ.口
パ
：I
で
は
な
い
が、
：
E

e
 

:
.
.

(

昭
和
萃
十1
1
:
ー
年
、

革 

文
堂)

、

お
.ょ
♦ひ
英
文
で
発
表
さ
れ
た
ふ
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P
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u
l
a
t
i
o
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T
r
e
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d
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l

nc_
a
p
a
n
,
v
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s
c
l

f&n
c
e

 

C
o
u
n
c
i
l

 o
f

 J
a
p
a
n
v
b
i
v
.

 

o
f

te
l
c
o
, 

&. C
o
m
m
e
r
c
e
,

 

JBco. 

sCD
r
i
o
s 

N
O
.

 ::2). 1
9
5
3
,； 

は
主
と
し
て
徳
川
時
代
の
人
口
に
つ
い
て
、
へ
特

F
 

キ
れ
が
封
建
社
会
と
い
ぅ
組
織
の
内
で
ど
の
ょ
ぅ
に
動
い
た
か
を
概
説
さ
れ
た

:

.
も
の
で
あ
る
。
，
：
';
.
:
,

'

fc
M
の
：こ
の
：ょ
ぅ
な
業
績
を
我
が
国
：の
経
済
史
学
畫
の
土
：に
、
；如
何
降
位 

:

置
付
け
る
か
と
言
ぅ
事
は
、
な
か
な
が
麗
な
仕
事
で
あ
る
。
：：
こ
こ
で
は
、
直
，

:

接
そ
れ
を
急
ぐ
事
を
避
け
、

:-
'
む
し
ろ
全
体
と
じ
で
、
教
授
の
；こ
れ
ら
の
業
績
に 

茨
さ
れ
る
特
徴
を
考
察
し
て
行
き
た
い
ど
思
う

'0

;:

さ
て
、'
以
上
に
宠
し
た
よ
ぅ
な
教
授
の
尨
大
な
業
績
は
、
，，
わ

が

国

の

経

済

史

• 

学

の

囊

咚

い

が

な

る

役

割

を

演

じ

た

か

ヴ

こ

こ

で

は

教

授

ゆ

震

を

太

き

く

.

，
：

.1

3
:に
分
^
:：
ま
ず
史
料
取
集
お
よ
び
；そ
の
検
討
を
通
じ
て
^

々
に
^
さ
れ
た 

'搶
産
に
々
い
て
論
じ
て
み
よ
う
。
教
授
は
ま
ず
何
よ
り
も
経
済
史
研

®

I
特
ソ
.：

に
徳
^

^
代
の
，そ
れI

に
：お
け
：る
根
本
史
料
の
董
要
性
ど
、：

.そ
の
^
^
扱
い 

.
方
に
つ
い
て
で
そ
の
方
法
枣
確
立
さ
扛
气
教
授
が
日
本 

究
を
給
め
ら
れ
た
昭
惹
期
吟
：

_
:条
常
に
僅
か
：：な
例
外
、

';
.又
は
地
方
史
的
業 

績
を
險
い.$
:未
だ
徳
^

e

の
経
賓
研
婼
に
は
い
わ#る
村
方
文
書
、
商 

r

人
文
蓴
等
の
根
本
史
料
は
：ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
か
：？
た
と
い
う
班
突
を 

知
る
巡
要
が
あ.る
。.
.今
0
で
.も
確
立
さ
れ
.た
と
言
う
こ
と
は
断
じ
難
い
の
で
あ 

る
が
、
近
世
史
料
学
は
朱
だ
全
く
未
開
相
で
知
り

> 
当
時
の
.研
毙
の
材
料
と
な 

っ
た
も
の
は
、.'
.農
書
や
当
時
の
識
者
の
著
書
放
殆
ん

.ど
で
あ
っ
た
。
：
.教
授
ば
、 

w
：

経
濟
史
の
研
究.如
e>
:
史
料
一
の
科
学
的
利
用
の
方
法
之
’
実
響
神
を
学
ば 

:.
;
.れ
：て
居
り
、--
'
の
ょ
ヶ.な
日
本
経
済
史
研
究©状
態
に
§

厄
ら
ず
、
.
自

ら

未 

開
拓
め
分
野
に
鍬
を
人
れ
る
決
心
を
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
ょ
り
も
史
料
を 

撰
し
求
め.る
こ
と
が
先
決
：
p

.;
^
>る
0
:
:教
授
9

^

書̂
1

は
！̂

に
至
る

ま 

ヤ

続

け

ら

れ

龙

書

‘

商
人
文
書
，村
方
文
書
等
の
に
亙

V
て 

数
授
o

i
は
進
め
ら
れ.た
が
、
現
在
と
は
違
っ
て
近
l

E

o

iが
未
知 

■'
の
も
の.で
あ
'?
た
だ
け
に
、
あ
る
意
味
：で
は
麗
の
容
易
さ

■%
あ
っ
た
か
も
知 

れ
な
い
が
々
：逆
に
開
拓
者
と
し
て
の
苦
心
は
そ
れ

*
-
1の
も
：の
が
あ
？
た
に
違 

.い
な
1%
-
。.教
授
：の
近
世
経
費
に
関
す
る
専
門
論
文
の
殆
ん
ど
は
、
自
身
，の
手 

一
 

'に
一
ょ.？
て
取
集
さ
れ
た
史
料
に
基
い
て
い
：る
。

.：本
格
的
な
論
文
の

f

表
も
、
こ 

o;
i'
う
な
史
料
の
収
集
蒙
る
程
度
進
行
し
て
か
ら
で
あ

.マ
た
。

：
.
.

一
..
,し
か
し
、
尨
大
な
量
に
達
す
る
近
世
史
料
を
、

：

如
何
に
努
力
し
た
.と
し
て 

.
も
^

レ
&

人
の
カ
で
収
集
し
學
事
は
で
き
な
い

”

特
に
戦
锋
の
混
乱
期
に
、 

I

I

ら
、.史
料
の
散
逸|

た
1

野

漏

 

•

, 

1)

.四

.五

(

九
式
七)

日
本
経
済
史
学
界
に
ぉ
け
る
野
㈣
罾
授
の
業
績



孤
靡
民
臾
料
調
赍■

湯

を

設

け

處

：
文

書

：め
；奪

、
：
調
査
.;'.
:
_
a
% 

し
的
組
織
ぬ
苽
に
始
め
^
找
い
^
料

の

篇
-^
史
料
^
脊
の
意
味
を
み
缺
に
知
^
: 

へ
ん
め
於#
は
、く：現
在
.

德
私
ク
て
：ど
れ
ほ
ぞ

€>
■
靈
を
与
^
て

-v
s
^
^

か
、
•
計
力
難
い
，
も
の
；
か
あ
る
.
。

:

し
か
し
な
が
ら
、
教

授

が
.̂
身
の
研
究
を
、
殆
ん
ど
自
身
で
収
集
さ
れ
た
史 

料
の
み
に
依
拠
さ
れ
た
と
言
う
事
は
、
教
授
の

.研
篼
分
野
に
あ

>0

限
界
I

と 

言
う
よ
り
範
囲

——

を
与
え
る
こ
と
上
も
な
っ
、て
い
る
。
た
と
え
ば
、

地 

の
関
係
上
、

収
集
さ
れ
た
村
方
文
書
の
多
く
は
関
萊
地
方
に
偏
し
て
い
る
。

.『

村
明
鋼
帳
の
研
究

』

' 

に
収
録
さ
れ
て
い
る
衬
明
細
帳
は
、

_

す

べ

.
て

教

授

自

身
 

の
収
集
に
よ
る
も
0

で
あ
义
が
、
.：德
政
史
料.に
含
ま
れ
て
；い

奮

原

藩

肥

前

国 

高
来
郡
の
も
の
を
除
い
て
全
西
九
力
村
の
内
、
九
十
五
力

.
村
ま
で
は
：関
東
地
方 

、
め
.%

の
で
為
る
こ
之
ぱ
、

.

.こ
の
事
実
令
端
的|?1
物
|

1
る
4

9

.
で
為
ろ
タ
。.従
-?
. 

K

教

授

が

徳

怨

代

の

「

恝

：
や
~-
1

廣
民
_
!
:
:と
言
わ
办
る«

殳
れ
_は
皙
杧 

関

東

の

树

で

あ

り

農

民

，
で

.
あ
マ
た
。
少
な
く
^
J
-'
%

そ

れ

ら

を

出

発

点

と

.
し

て

構 

藥
々
れ
た
概
念
士
あ
っ
：た
:>
-

言
え
る
よ>

に
思
う0 

.

.

. 

'
へ

、

:

教
授
は
と
の̂
う
：忙
、
：：菡

本

史

料

を

爾

し

、
。
そ
れ
を
学
界
の
共
通
財
産
と 

す
べ
ぐ
努
カ
名
れ
た
の
で
あ
る
が
、

.史
料
に
：つ
い
て
は
、
.そ
の
過
信.を強

： /
否
. 

.定
さ
れ
.て
い
る
事
は
注
意
じ
な
<
て
：は
な
ら
な
い
。
史
料

を
.一
つ

のHu
m
a
n
,

 

d
o
c
u
m
e
n
t
;

と
し
.て

愛

し

た

け

れ

ど

:%
、
-
そ
こ
に
厳
密
众
史
料
批
剃
の
メ
ス

_ 

を
入
れ
て
実
証
材
料
と
し
て
の
限
界
を
明
ち
か
に
さ
れ
た

.。： _『

村
明
細
帳
：の

研.
 

统』

に
お
い
.て
も
、
教
授
は
史
料
作
成
の
手
続
か
ら
，
幾
つ
か
の
経
済
史
上
重 

要
な
記
翦
を
含
む
に
も
拘
ら
ず
、
.
そ
れ
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
だ
け
で

:
:'
:
:-
:-
'
'
';
:
:

)

： : 

■ 

. 

.

'
V
. 

:

.:
:
:
l-i
右
C
:
%2L
'
.-A)

'.
•
: : 

. 

V :

:

:

變

を

ボ
.

の
：危
險
龙
説
説
い
：
：て

居

ら

れ

る
。
ー

--
1要
す
る
に
多
：く
の
同
ー
^
の
' 

明
®

を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
村
の
真
相
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
る 

が
、
そ
の
場
合
で1
_
掲
の
如
く
何
年
も
同
じ
別
細
帳
を
繰
り
返
し
て
使
用
し
、 

し
か
も
問
は
れ
た
こ
と
；̂
対
七
て
常
に
消
極
的
焱
答
ょ
り
し
て
ゐ
な
い
こ
と
を 

注
意
七
な
け
れ
ば
众
ら
な
か
。

.従
つ
.て
.
‘あ
る
村
の
明
細
帳
た
だ
一
冊
を
拟
つ
， 

^
,
、
：

 

'
1>
か
も
そ_.,
の
-5
:̂
の
^
項
:@
.を
抽
出
^:
て
ー
い.ろ
、い
ゐ.な
こ
^
を
^

^
す
る
4 

i

^
は
：、'賛
成
上
得
欢
い
の.^
あ
る
::
0
^
こ
杷
':
-
村

明

細

帳

」

：の
史
料
と
、
し
て
' 

■:
:め

奮

の

限

界

が

あ

る:;
.
°
':
.
;そ
れ
な
ら
ば
村
明
顔
を
笼
集
し
、
：
そ
れ
ら
を
：
 

北
■
対
照
す
る
こ
と
ぬ
^

*
の
.

p

で
あ
ら
う
が

C
…

‘
，
.
幾

多

対

明

細

帳

を

渉

狐 

七
.て
ゐ
る
う
ち
に
、
江
戸
持
代
の
農
村
生
活
の
状
態
を
彷
彿
と
し
て
描
き
得
る 

や
う
に
な
る
。
学
問
と
；し
ヤ
汾
析
は
も
と
ょ
り
宓
耍
で
あ
る
。
.だ
が
分
析
に
あ 

ま
ゥ
に
:%
急

：で
あ
る
が
^
め
に
、
全
体
之
し
'て
把
握
し
理
解
す
る
こ
と
を
忘
れ 

.
ズ
は
な
ら
处
い.
°
，：.：
1—:(『

射
明
細
帳.の
研
究』

四
四
丨
四
五
頁

)

と
言
わ
れ 

て
い
.る
0パ
こ
；れ
が
教
摸

Q

廣
^

f

と
そ
の
輪
討̂
!経
ら
れ
た
村
明i

の
研 

-
蔸
の
：い
わ
ば
結
論'で

丧
名

廣

を

考

え

る

時

、

：

我

：々

は
謙
虚
な
ー
ー
ー
ー
1

の
中
に
も
、 

感
猜
を
廃
し
、
科
导
的
探
龙
の
確
信
を
見
此
す
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

-
.
,
:
も
ち
ろ
ん
教
授
め
セ
の
.史
料
批
荆
は
、

」

た
だ
村
明
細
帳
：に
の
み
存
ん
た
わ
け 

で
-は
な
く
、Vす
べ
ズ
め
文
書
、
記
録
に
つ
い
て

:4
全
く
同
様
に
な
さ
れ
た
。
現 

在
で
と
そ
、
根
本
史
料
.

Q

■発
細
，
整
理.
.利
用
が
進'み
、'.
そ
れ
に
伴
っ
て
日
本 

.経
済
史
：の
研
究
水
準
も
、
：

.以
前
.忆
比
べ
.れ
ば
比
較
に
な
ら
ぬ
程
高
く
な
っ
た
と 

言
う
事
が
で
き
る
？
教
授
の
業
績
は
’、
こ
の
よ
う
な
全
体
と
し
て
の
進
歩
の
ま 

さ
祀
礎
石
と̂
てQ

役
割
を
十
分
に
演
じ
て
：い
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
経
済
史

研
究
に
大
き
な
寄
与
を
■な
し
た
事
はK
C1

定
で
き
な
い.？

.

'

,

■:
:
 

. 

. 

 ̂

, 

 ̂

.

•
 

.
 

.
 

..... 

:
 
■
 

.

-

■以
上
の.史

料

：

V

史
料
批
判.に
関
す
る
教
授0

業
績
は
、
：経^

^

の
研
浇
そ
れ：_ 

贵

で

ば
^

^

1.
>
.お
ば
そ
の
甚
礎
エ
*

に
関
尤
る
分
野
で
：あ
：る
。

'
:従
--
.て
：令

：
 

れ
.は
決
し_て
表
面
に
出̂

へ

華

-々1
,

:

#
は
な
い->
1,

か
し
：.ぃ

教

授

は

基

礎

卫

專

.
ソ 

の
な
い.
建
鳋
を
否
索
さ
れ
、
ぺ
中
味
の
へ
な
い
論
畫
廳
わ
れ
た
。
；

.

1

:
の

研

策

^

ぐ 

も

勿

論

こ

：
の
：態

度

は

賞

か

れ

：
て

居

り

、
：
徒

ら

：

.
て
教
提
の
専
門
論
文
に
後
へ
：日
本
つ 

の

藤

靈

学

界

に

問

題

を

投

書

と

：い
：
：：
ク
た

.他
質
め
も.の
：
は

纪

く

、

'

何
よ
欢
も「 

事
实
そ0 -
ず
の
，
の
經
明
を
自
指
レ
た
も

.
の
が
多
い
。

偕
越
な
言
^ :

方
を
®

:

 

成

:

む
W

ろ
教
授
が
本
格
的
な
研
究
は
、
豊
富
な
事
実
の
描
写
の
後
に

|

石
：： 

ベ
ぎ
■

尤
成.の
部
分'に
：あ
ク.た

と

言

え

よ

ぅ.°. 

•

.

.

:

流
行
を
避
け
、
.
ひ
だ
ず
ら_

め
意
：の
ま
ま.に
研
究
を
進
：め
ち
れ
；た
教
授

<0
.
: 

足
練
を
た
ど
：
-?
■て
み
よ
ぅ
。

.

；

：

•

，
，.... 

‘ 
：

.昭
和
-1

^
^

、
.

教

探

の
;|

§

表

さ

：
れ

た

、
王

な

専

門

的

論

文

：§

§

- 

^

を

食

教

エ$

八
籂
を
分
類
も^

み
.る
：^
:

;
雪

多

い

の

は

農

！

^

;

_揆

ね

闕

：

及
び
商
人
祀
関
ず
各
も
：の

.が
％
篇
で.あ

秃

，.こ
れ
校'>
0

-1
>
.で

林

明

親

関

係、)

.-;
-
: 

人
ロ
友
：び
宗̂

^

改

麗
:>
:囊

に

閼

す

る

私

の.：が
：綺
き
、
/:
§

構
成
、
：
_

:
 

本
財
政
、■養

紙

環

の

爹

そ

れ

ぞ

れ

警

を
■

る

奮

で
#

,

.

_

:

.ろ
1 ;
*

^
的
論
文.の
.数
が
条
い.が
.：ら
.：と_
|日.ヶ'
^
、.；̂

‘れ
が
.m

^
fe
:著
者
の■靡
.
.
.
；.

.4

办
«

い
 

_

^ '
-

承
ず
も
0 -
..で
 

I

■:
.
日
本
§

史
学
界_

和
け
る
；野
村
教
授
；の
業
鑕
.：

る
0
教
授
の
場
合
、
へ
農
民
：

一:

揆
に
関
し
て
：は
、
特
に
戦
前
の
初
期
に
集
中

:1
.
て 

」

発
表
;$
れ
て
：
い
：
る
が
、
：

.す
べ
，
て
は
資
料
紹
介
と

#
ぅ

べ

く

、'一
揆
の
性
格
ぬ
つノ

 

.い
て
結
論
を̂
-ず
と
1-
:ぅ
ょ
セ
は
,:
>
狻
雑
な
現
象
を
、
い
ぐ
つ
が
0
囊

を

も
.. 

マ
：て
示
；さ
れ
た

'と
言
っ
た
方
が
证
：し

.い

.
0
:
.
商
業
‘交
通
、に
関
ず
る
も
の
の
多
い 

'

「

夺と
：：

は
、
：：
'教
援
g
取
さ
妁
た
関
心.と
、.擊
主

義

的

霞

や

コ:!
:

^
.̂
,

'̂ 

研

究

視
.:
#
:如
ぢ
誉
で
ぁ
名
：：备,

-
と
が
：
で
奢
る
：。

.た
^
こ
れ
ら.に
'つ
.
いて
' 

:我

'教
艰
の
：史

観

を

表

面

：に

振

ヵ

か

ざ

す

靈

的

發

言

資

ら

れ

ず

^

む

し

る 

史

料

に

語

ら

じ

：
め
各
と

|
1芳
龄
態
髮
ど
っ
：で
居
ら
れ
る
。

'
五
人
 ̂

•
村
明
細 

.帳

.

r

宗
門
人
別
帳

g

史
^

^
察
や
、''
'
-そ
--
(
0手
綺
.

「

制

度

に

開

す

る

も

の

、
，
.
及 

び
そ
れ
ち
を
通1:
^
の
徳
^

代̂
0
;主
.と
^
て
農
村
に
：関
す
る
讓
相
杞
っ
い 

:
て
の
--
連
：の
業
績
汽.教
授
满
|

名
れ
8
4
:た
五
入
組
帳
：
.，
狩

明

細

帳.-
 ̂

と
い
■

—
方
文
書
に
幻
い..て
の
史
斜
学i
B
l
l
部
作
の
研
究
：
 

:篇
と
：な-
た
.ぁ
の
-;
>
:
:
或
ぃ
；
は

な
灰
予
宛
め

% 

惜
も
む
ら
く
は
最 

.後
の
索
£
汄
別
帳
に
泠
い
て
：は
、
；
.い
:<
'
*つ
：か.の
論
文
扣:±
;び
筆
写
史
料
を
残
し
；， 

な
が
ら
、
そ
の
集
成
は
未
刊
に
終
，っ

.て
し
ま
っ
た。
.

.
::,

■:
.,

' 

.
:
'
^
:
の

，ょ

ぅ

な

教

授

：
の

11

心
系
個
々
：ぬ
取
^

土
げ
、
：
^

の
.坐
張
さ
れ
名̂
こ
^
 

■.
を

操
.つ.
て
.み
^

う
。
ま.ず
農
民.
1
;撲
^

つ
；，い
て
み.る
.と
、.
そ
' 0
:殆
ん̂
.
が
一
一~

へ1

_

史
|

紹

介

の

：型
：で
発
表
さ
れ
、：：I

;
の
収
集
名
加
た
i

料 

.の
紹
介
と
い
ぅ
形
を
と
っ
て
0

る
た
め
、

一
揆
の
意
義
や
そ
の
歴
史
的
評
価
ぬ 

■へ.関
¥

备
衝
極
的.な
発
&
ぼ
&

ん
::
'
:
:务
様
に
じ̂

議

众

囊

を

史

料

を

も

：っ
：：て

、
 

へ

明

ら

が

督

れ

：て
：
.
^
る

繁

が

条

-'
1>
就

農

民4
揆

に

関

し.て
：：は-^
大

正

末

审

か 

ら
：昭
和_
斯
に
か
比
文
、'小
野
武
夫
：
-

黒

正

厳

、
：
本

床

栄

治

郎

：：
-
土

屋

喬

雄

氏 

v
;
::v
^

 

(

九
：
五
；
九
：

T
:



:
馨

髮

セ

砩

究

が

進

：め

舊

清I

治
維
新
I

関
_

め
|

 

妨
湯
ざ
れ
教
授
は
辑
吖
論
学
に
参
加
さ
れ
私
妨
げ

p

i

_<:
:
、#

l>
'v
^: 

•論爭於
爽を欠
い

p
:v>
が

&
1
0
^
考

变

_
ら

、
：_

0.
^

^

性

钇

至

藤 

さ
れ
た
と
し
て
ょ
い
。
結
論
的
に
は

「

か
ぅ
し
た(

江
戸
時
代
後
半
のI

m

ン
用§

^

^

^

雜

の

状

鶴

は

と

尽^
茧

唾
1

^

髮

薩

ぜ
.1

>
:
^

§̂
玄

形
成
し
た.
0か
か
る
状
態
に
何
ら
か
の
誘
因
が
加
は
れ
ば
.、
そ
れ
は
庳
ち
に
騷 

II
;
ど
^CV 

得
 

$
;
:
、百
姓
：

(1.
^':
の
：■

■̂
_

:
ぬ
:«
;
;0
«
々
_

(

の
#
合
^
依
'9
;
て
相
：： 

::

遠
^
る
。
^
:*'
$
の
場
命
い
を
っ
：が
の
蓄
が
重
な
っ
て
起

.っ
海
？
_

麵

ー

識

麥

1
羅

袋

期

に

%■
■

■
:

巧

大

体

に

招

ぃ

て

麗

_

像

ふ
に
っ
れ
て
、

一
年
に
起
っ
た
数
も
多
く

"
'そ
の
性
質
も
悪
化
し
た
。

…
…

こ 

0'

鑛

於

馨

じ

で

核

げ

ば

、
：

1
®
!
：

ら
か
：の̂
1会
的
变
軍
を
歡
起1>
た
：
#

^
 

知
れ
な
い
。

然

る

にこ

こ
に
新
し
く
；̂

関
係
を
生
じ
、
明
治
維
新
と
な
つ 

.た

.。
へ：墓

T
.

探
ぼ
直
接_
ば
そ
の̂

^

動
^

は
：

で̂

っ
：
た

。
■

れ

を
 

;

Q

難

殆
.ど
す
：ベ
ゼ
某
新
運
動
と
し
て
通

^T

な
指
導
者
を
：
.

g

ぎ
、

(

へ
そ
：

こ
：： 

に
は
.少
'L

も
自
觉
し
た
改
軍
的
色
彩
が
な
か
つ
た
。
む
し
ろ
依
然
と
し
て
封
連 

盼
理
念
終
遨
づ
ぐV
0
が
#'
t

•

な
る
封
建
：

g
y

政

砍

要

求

が
-̂
文

ル

無

ー
 

,
に
対
す?>
-
感
情
的
燦
発
虼
過
ぎ
な
か
っ
：た
タ
殊
ゆ
慕
芣
に

#

づ
だ
綦
尠
の
如#:
: 

.
は
単
な
る
暴
動.に
止
ま0
、
'
却
っ
て
秩
序
を
求
め
る
民
衆
の
間
に
暴
動
に
対
す 

る

反

感

さ

べ

生

ぜ

し

め

だ

く

吃

令

で

务

っ

た

.：
：
：
‘
.

」

：

： 
<

『

0;

本

経

済

史
：， I
「

有

斐 

閣
垒
.書
版
'

三
0 ;
;
;
八
丨
三
ー.
ー
頁
ゾ
と
さ
れ
、

1
:.

揆
の
$

性

を

ざ

'

.れ
、
縦
新
と
の
関
連
も
、
少
な
く
ど

^

接
：に
は
認
め
て
は
い
な
い
。
た
だ
一 

探
と
な
つ
そ
現
象
せ
ざ
る
を
得
な
か
々
女
社
会
不
安
が
、
^
雜
体
淛
を
崩
壊
忆

'

導
い
た
ゆ
で
あ
っ
‘
た
。

’ 

.

へ
:
::
'
:
_-3
1
に
関 

u
:
p
^
;
>

 ̂

又
、
て 

.

関
東
地
方
の
内
陸
水
面
交
通
に
関
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
へ
助
郷 

制
度
は
特
に
教
授
の
関
心
の
的
で
あ

っ
た
。
助
郷
に
関
す
る
史
料
や
罾
罾
の
研 

究
.の
集
成
も
公
刊
を
予
萣
さ
れ
な
が
ら
遂
に
そ
の
実
現
を
兒
な
か
っ
た
も
の
の 

1

つ
で
あ
る
。

(『

村
明
細
帳
の
研
究

』

一
三K

#-
照)

農
民
'
の
苦
：し
み
が
、
：
疋

租

： 

に
よ
る
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
の
制
度
を
通
じ
て
徴
発
さ
れ
る
人
馬
、
金
銭 

の
方
が
大
き
か
っ
た
事
は
、
教
授
の

^
ボ
し
主
張
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
プ
た
。

':

::-::^

醫

農

村

の

：！̂
^
促

し

た

^

『

日

本

経
済

史 

_ 

|贫

曼

：
の
：
で

あ

る

:°
教
授
：の_
禅
に
ぱ
，
助
郷
負
担
で
疲
弊
し
^

村
の
姿
が
常
に
浮
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

•

メ 

;

商
業
：‘貧
易
疙
関
す
る
來̂
ば
教
提
©:
専
門
的
研
弈
の
：核
を
な
す
:4
の
ど
言
.

っ
て
よ
い
。
特
に14
罾
に
豸
豸
さ
れ
た
論
文
の
多
く
は
と
の
分
蚜
に
_
す
る
も

々
0

で
«

秀

；ー.材
采
問
屋
-;
>

::呉

懂

長

、
：
瀬
ー
杆
簡
屋
藝
関
す
る
研
篼
が
そ
れ

.

_

基

_
選

物

麗
1,
麻
米
穀
問
屋_
関
玄
論
文
ど
共
に
、
江
5

問 

:

ぐ
.'
屋
勿
活
動
が
明̂

か

ね

各

れ

焉

へ

ま

た

教

援

の

日

本

^

^

に
関
す
る
最
後
の
ソ 

■'
.專
門#!

>
：が
：！：4<

敗
信
^

^

の
基
^

—紙
問
屋
爪
嶋
摩
七
兵
衡
の
椀

——
」

'

:
.(『1

一
：一
田
孥
会
練
誌

』

第
四
.
十
七
卷
第©
音
所
舣)，

一

^
昭
和H

十
九
'
^
—

で 

:
.あ
：フ
た0
セ
も
、
銘
記
龙
べ
：
き
で
：あ
：ろ
ぅ
？

.
,

--
,..:;
.

'
.
.
■
教
授
の
沍
尸
の
問
屋
ぱ
関
ナ
る
研
究
は
、

.『

茳
2

第
七
章
肛
戸
麗
_に
ま 

〉

と
め
：ら
れ
て
，ぃ
^
'0
,

「

：
丨
.江
^.
の
：問
«
<0
.
#
徴

は

有

カ

だ

店

|§
の

主

人

が

俾 

.圑
、
#
に
大
叛
そ
め
他
の
閼
罵
人
で
ぁ
'っ
矢
ご
表
で
'ぁ

る

ず

主
人
が
大
坂
•
近

江•伊
勢
等
に
居
住
し
弋
ゐ
て
V
;
,
,
江
戸
は
単
に
そ
の
出
店
伫 

過
ぎ
な
い
場
合
が
あ
る
。

V
:
!
.
叙 1

江
芦
商
人
と
し
て
江
戸
に
本
拠
を
置
い
た 

者
も
多
い'が
、
資
本
的
に
：は
関
因
の
方
が
断
然
優
勢
で
あ

.つ
：
た
ゲ
'江
ー
尸
問
屋
の 

痧
態
は
分
散
問
屋
で
あ
り

「

商
品
を
仕
込
：ん
ー
で
，
£:
れ

を

仲
貿

..：

.
小

売

の

宇

を 

通
じ
て
襲
者
に
籍
す
る
に
あ
づ
た

…
…
」

>

商
f

関
し
て
は
教
授
は
資
本
主
義
.の
成
立
と
の
関
係
か̂他
の
：ど
め
部
門 

ょ
り
.も
重
要
視
さ
れ
て
い.る
。：

既
に
.『

英
国
資
本
至
義
の
成
立
過
程

』

'で
市
民
，
 

I

の
.勃
興
を
中
世
都
市
の
内
に
認
め
、
商
業
資
本
に
資
本
主
義
成
立
の
担
い

. 

手
と
し
て
の#

^
を
貞
わ
-1
.め
て
居
ら
れ
る
。
；
'こ
：の

塵

立

喜

農

民

.の
分
解 

に
：資
本
主
義
成
立̂:
基
軸
を
見
る
大
塚̂
雄
氏
.の
見
解
と
は
根
本
^

に
異
な
谷 

.

%'
の
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
：
日
本
に
お
け
る
資
本
主
義
の
成
立
.於
閼 

‘じ
て
も
、
教
授
は
商
業
お
"ょ
び
商
人
の
演
じ
た
馨
を
法
目
ざ
れ
：て

.い
':る
.-
9
^

:「

近
世
I

主
義
制

度

の

を

研

究

せ

ん
.と
ず
る
者
が
宓
ず

T

瞥
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
麗
は
近
器
商
業
の
発
生
で
あ
る

0
.
1こ
の
点
.に
お
い.て
•は
.わ
が 

.国
と
雖
尨
同
様
で
あ.る
-0
:
:
:勿
論
わ
が
国
め
商
人
階
級
が
真
に
：

1

主
義
的
；
 

活
動
を
な
す
に
至
つ
た
の
：は
靈
の
こ
ん
ー
で
あ
各

0
:
;
，
；
：
.
.
し
か
し
近
世
的
商 

業

の

萠

芽

，は

そ

れ

-«
|
:り
%:
ず
：つ
と
以
前
に
遡
づ
て
'£
:れ
を
求
め
；る
：と
：ど
が
也
来 

る
。.徳
川
時
代
を
通
じ.て
漸
次
に
萍
達
：し
、
：実
質
的
勢
カ
を
獲
得
し
て
来
た
所 

..
-.謂
町
人
階
級
は
決
明
治
維
新
以

^

^
活
動
赴
：る
企
業_

級
と
は
同.
1:で 

:

は
だ
v>
。
厶
|

維
截
刖
に
：発
達
せ
る
町
入
的
|
^
^
:並
ぴ
：に
ぞ
の
物
質
的
基 

:礎
は
維
新
後.の
営
利
的
活
動
と
相
関
聯
1>
と
れ
ぬ
継
線
す
る$
の
で
ぁ
备。
：
_
. 

#
學(『

徳
川
封
逮
故
会0
撕
究』

^
養
龙
ボ
六0
頁)

1
そ
し
尤
、
：
教
授
ば
玲

•'
.
-
'
.

■,-.
:
'ゾ
日
本
経
済
史
学
界
に'ぉ
け
る
.野
村
教
授
：
の

袭

績
,
.

近
世
的
商
業
の
：萌
芽
を
足
利
末
期
丨
徳
川
初
期
.の
海
外
貿
易
の
内
に
求
め
ら
れ 

る
-:
0
.
:
&
の
.海
外
貿
易
を
担
当
し
た
商
姿
、
そ
れ
を
可
能
に

^
た
生
産
者
が
、

'

鎮
国
と
.い
う
事
態
虼
ぉ
い
て
如
何
に
身
を
処
し
た
か
、

.
さ
.ら
に
は
、

こ
の
よ
う 

—

世
的
商
業
と
封
建
制
と
が
如
何
に
両
立
し
得
た
か
と
言
う
事
を
追
求
さ
れ 

,;'
:
杏

。4
そ
_の
点
を
明
か
：
'に
す
る
た
め
に
は
、
4

方
徳
川
期
に
お
け
る
商
業
の
真 

祖
を
明
自1
ず

が

；;-
;
と
.
.
'
と
、:-
他
方
霞
村
生
活
の
実
情
を
調
查
す
る
必
要
が
ぁ 

:
:る
。
_
,へ

(

同
書
、_
§
ハ
ー
七
貢

)

ム
さ
：れ
、
：
徳

设

代

の

塞..商
^

農
村
研
崩
め
基
軸
を
据
え
：て
菌
ち
れ
名
。
教
授
は
、
溝

の

商

業

，
商
人
対
策 

が
：蓄
的
で
あ
マ
た
事
に
着
目
し
';
い
わ
ゆ
る
士
農
エ
商
の
序
列
か
ら
す
る 

:、

「

商
^
の
排
斥
を̂

K

の
上
が
らi

し
.、
.む
し
ろ
商f

由
の
原
則
を
認
め 

て
居
ら
れ
る
。
：た
だ
市
場
：の
狭
隘
性
か
ら
自
然
発
生
的
に
成
立
し
た

^i
：

間
制 

':
に
.よ
り
、‘：そ
の
独
占
撕
他
性
を
強
：め
、
：
勢
力
の
増
大
を
狎
え
る
必
要
が
生
じ
た 

-0..

で
あ
.っ
た
。

:

'.
教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
意
因
を
も
：？
て
商
業
：

V

商
人
め
検
討
か
開
始
さ
れ
た 

」

が
'\
そ
の
資
本̂

義

成

立

：

へ
：
.
の
役
割
は.英
国
の
場
合
に
.見
ら
れ
石
よ
う
な
も
の 

と
は
異
な-?
て
、
,'
'.:
ぞ
れ
程
高
い
も
：
_の
：と
は
認
：め
て
居
ら
れ
'な
い
ゃf

江
戸
と
大 

玻
と
を
ニ
大
中
心
と
ず
る
商
業
の
発
展
は
こ
右
に
商
人
層
处
灌
展
を
み
る
に
至 

,つ
长
,
：1>
;か
^

§

な
|

市
場
极
§

す
る
武
士
の̂

;
農
村
の
^
弊
と 

に
；̂
つ
て
一
層
投
資
の
金
地
を
小
ノ
か
ら
し
め
た
。
し
か
し
他
方
農
村
.の
貨
解
経 

済
化
は
都
市
の
発
展
：に
'応
じ
て
進
展
は
し
た
が
、
そ
れ
は
豪
農
を
生
ぜ
し
む
る 

一：.：：に
止̂e

、

>秦
農
民
办
購
質§

却
っ
て
低
下
レ
た
：
'.
:°>ー；瓿

の
商
人
は
新
田 

ヾ
麗
钇
馨
び
夕
又
は
廻
船
問
區
ゼ
七
ー
て
密
貿
易
等
に
活
躍
し
た
が
つ
そ
れ
ら

. 

1

四

九(

九
六
ー>



''
.
'
:は
極
め
^
1
;部
に
止
ま
り
、
、；大
部
分
：の
：者
这
震
貸
附
資
本
等
に
侬

.つ
：て
利
殖 

し

お

こ

れ

-

^

^

囊

費

し

た

ャ

勿

論

そ

丸

办

の

奢

侈

的

浪

費

は

特

殊

め

商

パ 

'■
:品
に
多
^
の
需
要
を
生
み
、
：例
：へ
：ぼ

霸
‘：塵

等

に

相

当̂

！
し
'た
手H

業
':
 ̂

•、的
又
は
問
屋
制
家
内
エ
業
を
生
ぜ
し
め
た
こ

..と
は
認
め
ら
れ
る
.。
し
か
し
そ
れ 

ぃ：
へ
ら
社
太i

需
要
に
®

^
本
の
欠
饮
な
か

：

つ
：た
が
ら
、
そ
れ
が
近
世
的
工
場 

へ
發
傲
す
る
签
礎
を
沣
つ
^
の
セ
は
な
か
つ
た
。

*v..:」
(『

日
本
経
済
史

』

ニ 

V :

七
八
4
九
頁)

：务
の
引
用
に
录
盎
れ
る
限
及
、

'.
-,.
日
沐
資
本
主
義
の
成
立
に
当

「

マ 

>t
,
徳

躍

代

の

塞
.、
商
人
の
：演
じ

た

役

割

は

決

ル

て

：霸

的

な

も

の

.

で
はV. 

:

な
か
々
た
の
：
■で
^
る 

0-'
-
'
:
:
:;
,
;
.

:
;
村
明
細
帳.！
五
入
組
尊
に
関
す
る
も
：の
：は
そ
机
ぞ
れ
集
成
ざ
れ
て
居
り
、

^

ま
.. 

'
.再
び
:£
:

れ
を
繰
返
す
必
要
は
£

。
宗
門
人
別
改
、
：：宗
門
人
別

|

め

関

す

る：‘ 

:
,
も
の
は
、.入
ロ
べ
の
関
心>.
結
び
づ
い
て
：い
る
0
'
教
授
が
、
：：：人
ロ
変
化
を
経
済
ソ 

.

囊

め

直

接

の

指

檸

の
-

ウ
と
し
て
ぃ
物
価
之
共
に
重
要
視
ざ
れ
だ
事
は
常
に

.. 

語
ら
.れ
；て.
-
>
.た
と
こ
ろ.て
^

る
.°
.
即
ち
、
，
.
.人
と
物
の
動̂
は
い;-
.
:
^ロ

.ど

物

価

の 

動
き
に
集
約
ざ
れ
る
と
言
ぅ
の
が
そ
の

.
特
諭
で
あ'
マ
た
0

そ

こ

で

ま

ず

、

';
'
.
-
徳

川
 

時

代

の

人
.ロ

史

が

取

り
; ^

抒

ら

：
れ

る
'°

享

保1

':
.
1
i

国

的

人

；
口

数

は

歸
 

'

，
蜜

さ-れ
^

^

る
が
で
義
こ
れ
が
正
確
で
あ
ろ
ぅ
管
は
な
ぃ

^

教

授

は

と

ど-' 

'.
,
.で
-%

眼
を
細
部
の
検
討
1

询
け
、.：生
土
し.て
宗
門
改
帳
を
徹
^

^

に
吟
味
さ
れ1' 

冬
''

，
0そ
の
作
成
：の

手

続
•
'方
法
の
検
詠
が.ら
虚
偽Q

記
載
の
可
能
性
と
そ
办
：事 

実
を
立
証
含
れ
た
0
:
:

「

謹

め

不

確_

で

あ

つ

た

ど

：
と

：は

さ

ら

.
に

故

意

に

事

実

' 

.
を
曲
げ
た
こ
と
に
依
つ
て
ー

.
層
大
と.な
る
。.：
：.
、
宗
門
帳̂;
現

実

の

：
人

ば

と

の

.： 

«

屈
が̂

め
く
：ら
必
ぁ
っ
; &

か
は
、
へ
そ.の
村
忆
関
サ
る
戈
書
亦
完
全
に

^

:

岑

_

'

S

Hゐ
る
場
合
に
の
：み
、
':
^

る

程

度

の

が

可

能

に

な

る
,0

私
の
検
討
し
た，' 

:
関
東
に¥
け
名
あ
る
農
村
に
お
-い
て
は
宗
門
藤
人
卩
は
現
実
人
ロ
ょ
り
も

f

W
 

(

、以
-

B

.̂:
<

B
敷
さ
れH

み
る
:.
0…

…

.̂(
f

日
.本
経
済
史1
ぺ
三/-
1
六
買〉

こ
'の
ょ 

.へ
ぅ
忆
、
：：
.
1
:般
的
1

|

3
戈
？
徳
齒
代
の
農
村
人
ロ
は
、
：農
村
の
疲
弊
か
ら
す 

る
人
ロ
流
出
の
た
め
>
:宗
門
帳
記
載
め
人
ロ
ょ
：り
少
な
く
、

>
逆
に
都
市
，
町
.，

:

宿
場
等
は
で
と
れ
ら
め
添
出
人
ロ
や
無
宿
が
流
入
し
て
、

か 

:
に
多
.い
入
ロ
を»
孬

^
さ
れ
る
。
V
;
'
,
'

--
'

-£
©
ょ
夕
允
全
他
的
考
察
と
共
に

(

当
®

村
の
人
：ロ
構
成
が
取
り
土
げ
ら 

一：れ
-.
>
特
^

蓉

：：
：
：
の

ぁ

り

方

が

実

証

さ

れ

；
.

て
い
る
。.文
、
：
人
口
霊
諸
指
標 

出

生

率

、
死

亡

率

•
.

幼
児
死
亡
率
，結
婚
年
齢

.
•通
婚
圏
‘
出
摩
力
等 

.

—

も
検
討
さ
れ
で
い
る
。
教
授
は
昭
和

一:1:

十
.九
年
、

r.

口
ー
マ
で
開
が
れ
'た
世 

界
火
ロ
会
讓.に
出
席
さ
れ::
>
:資
本
主
義
成
立
前_の
社
会
に
お
け
る
人0
の
諸
現 

:

象
に
0
.い
.て
-0
.分
科
会
で
、
徳

谓

代

の

人
'ロ
現
象
を
特
に
：
.

「

家」

':制
度
と
の 

.関
連
ヤ
説
か
れ
た
の
セ
あ
つ
た
デ
：
v

.,
.'
-
-
.
:
;
マ

丨

入

農
村̂

^

関
U

:

て

は

、
；
'
i

川
時̂

^

研
ぬ
1

_

_

^
そ
'
の
.

態
的
矹 

'
.
究■—

^〈

9

-

田
..学
会
#

誌
1)

第

尝

十

四

耧

第

：：
八
：
号

所

收

3

^

「

猜

 

.時
代
村
落
研
靡
序
説
I

そ
の
動
態_
g
矹
夂_

_
_
_」、

へf
i
sf
c
l
、--
'

:

f

.一
十
©
巻
第 

十
号
所
収>

が
共
に
昭
和£

街

発

表

さ

れ

た

：

\°

前
者
は
、
_
下
野
国
都
賀
都 

.

€
泉
村
に
づ
い
て
、
.
比
較
的
多4

の
史
料
を
残
む
て
い
る
文
化
十
四
年
と
い

--
5
 

時
期
を
も
っ.て
：着

の

断

面

を

描

.か
れ
た
も.の
で
あ
る
。X
P

、
；
農
民
の
持
高
構 

.

成
と
年
貢
負
担
免
明
：ら
が
に
さ
れ
、
農
民
層
の
分
解

0

傾
向
を
出
さ
れ.て
い
'る
。 

後
者
は
孟
之1>
圮

割

囊

當

般

疙

っ

：
；
ゼ

办

繰

ゅ

考

察

珩

ぁ

り

、
：
両

者

枕

教

授
の
徳
I

代
農
村
研
響'い
わ
ば
：

.

.

. 

• 

.• 

.

. 

..:

:

.

.

.

-

,

.
 

.

.

.

.

;

'V 

入
：

..-

.

.

.

.

. 

„ 

. 

.. 

.. 

. 

V. 

. 

. 

, 

... 

- 

. 

•： 

.：•

.
*
,
. 

'
.
.

ノ
ノ.
.

'
.
,
以

上

教

授

の

生

.>
し
ズ
関
心
を
寄
せ
ち
れ
た
問
題
に

「

や
い
て
痼
.々に
そ
：の
内'!
: 

容
兮
摘
出
し
ヤ
：来
允
。
_

こ
の
他
教
授.の
活
5
1
成̂
範
囲
把
瓦
る
の
：で
：あ
る 

が
：：

モ
れ
|

れ
と
し
尤:-
>
:
,
.
こ
.れ
ら
の
藷
隱
は
決
し
て
個
々
：別
々
，

1

求
さ
：'-
... 

れ
た
も
の
戈
は
な
か
ら
农
こ
.：と
^
0
.
.
い
て
弁
明
し
ズ
お
く
必
要
が
あ
：ろ
ぅ
。
筆
：
一
 

者
：め_

か
‘ら
そ
ぅ
l

l
yc
印
象
を
与
走
る
事
を
怖
れ
る
の
：で
あ
る
：が
、
：教
援
：

-

は
そ
れ
:^
を

盤

関

：の̂
.の
：

y

と
し
そ
取
ゥ
扱
わ
れ
た
や
で
は
な
か

':
-
?た
:;
°
た「

：

麫

徳

谓

代

の

柽

蜜

に̂
い
へ
て
ヽ
敗
醫
後
公
刑
ぜ
ち
れ
痄
盲
本
経
済
史
，

:(

徳
：川
時
代

)』

一
册
、,'
.お
：ょ
'び';
'
—1
徳
川
卦
建
制
度
の
特
質

」

，
9
1
1
_学
会
雜
：
 

餹』

m
三
'十
.九
卷
第
次#所

収
-—

：『

近

脾

社

会

経

済

史

斫

究

』

，.：
：
换

を

 ̂

除
い
て
が
僦
タ
の
麗
を
追
求
し
た
専
門
論
文
に
立
脚
し
た
と
と
ろ
め
本
格
的 

な
綜
合
含
残;$
れ
な
か
，っ
恕'£
:
と
、.：ま

較：

教

授

皆

ら

、

T

徳
川
時
代
の
社- 

- 

4

1

^

^
態
は
米
経
済
と
貨_
経
済
と
の
争
闘
と
み
る
&
:
.と
は
正
し
い
？
ぞ
し 

て
結
£
1
!
経̂
済
の.勝
利
に
籁
令
た
：と
み
る
と
.と
も
誤
り
で
は
な.い
。〔

そ
の
：た 

め
：に

連
^
百
姓
と.は

疆

し

、.、町
人
.は
繁
栄
し&
と
：い
ふ.讓

も

糧

論

と
.

,
^

H

lJS
C
V
Hは
^
な
：い
。.し
：.か
し
百
姓
ゆ
困
り
、
，
：町
人
は
栄
え
た
と
.い
つ
て 

▲
、.仔
細
に
検
討
す;^
と
、
^

、の
困
り
方
、
栄

え

谨

.
戏
い
：
ろ

1/
>
ろ
：あ

ゐ

。
：
：殊

.

:

に
：わ
ボ
国
め
豐
場
合
算
は
眷
単
純
で
は
な
い

;.
°
-:
::，
：
：
私
は
，そ

れ

あ

1

関
ず 

.る

根

妻

料

汝

勢

づ

っs
i
:方
そ
れ
ら
：の
ぅ
ち
に
存
ず
る
共
通
点
に
注
意
し
へ
：
 

ら
.つ
も
、”他
方
そ
.机
ら
：

Q

千
差
万
別
の
状
鶴
に
多
太
：の
興
味
を
感
じ
つ

.わ
あ
^

も

:-©
で
あ
る
。.
.
.
:
.
:
私

は

そ

れ

«?
-
を
原
.資
料
，か
ら
読
み
と
る
こ
と
に
多
大
の
興 

ヾ
味
を
惑
；
-1
:
:て
ゐ
る
。
パ
藤
史
陈
弈
の
-
半
の
、
興

味

は

こ

0'
点
に
あ
る
.と
思
つ
て
ゐ 

る
。v 

：(『

近
典
社
会
経
済
：史
砷
究

——

徳

川

時

l

m
文)

:.
.と
言
^
 

れ
る
如
み
バ
ま
每
舉
差
雾
め
諸
證
を
糧
さ
れ
る
事
虼
太
半
の
精
カ
を 

.注
が
れ
た.こ
；と
の
た
め
、
そ
れ
ら
.の
：焦
点
が
何
処
に
置
が
れ
て
い
た
か
を
直
接 

.
:に
.は
知
0:
衛

麵
€
で
澎
る
。
リ.
-ト
'.
,::
.'-

,
—
か
に
教
授
は̂
実
そ
f

の
^

求̂
に
全
精
力
を
傾
け
ら
れ
た
。

「
実
際 

ど
ぅ
で
あ
っ.
./
C
か」

を
叨
ら
か
に
す
る>」

と
が
^
ゼ

ぅ
..
1
>て
そ
ぅ
な
づ
た
か

」

の
前
提
t

て
、
正
し
べ
確
証
さ
れ
赴
け
れ
ば
'な
ら
，女
い
。
教
授
：に
と
っ
て
は
：
 

と
：
の
困
難
に
し
.て
無

限
,0
峙
間
泛
忍
耐
強
い
努.
と
.を
宓
要
：と
：す
る
仕

.事

.
に
何 

ょ
り;%
の
：愛
着
を
感
汜
比
居
あ
れ
汽
：
夫
雑
杷
な
摑
み
方

「

少
办
<
も

獲

食

： 

賺

に

«'
;
わ
机
、.；：理
#
-<
0
事
実
認
識<硌
先
行
を
排
撃
さ
れ
た
。
：
ま
た
、
：安
易 

办

通

説

や

潘

説

、
；
滿

行

龙

碧

ん

れ

',
'
>
:

」

.

.

.
っ
^

,性

會

的

題

：ち
れ
名
。
：お
上
克
ぱ

:'
:
'
?
.
士
農
エ
商
と1>
タ
序
列
が
実
質
的
広
は
無 

意
味
な
も
の
と
な
っ
，て
い
た
靡
を
、

‘
武
士
、
特g

旗
本
財
政
の
屋
と
そ
の
実
.. 

権
喪
失
I

分

度

生

か

あ

ハ

徳

^
^
代
の
農
馮
が
壬
地
に
緊
縛 

さ
れ
て
い
た
と.い
：う
説
に.つ
い
て
は
、
：.そ

矣

雲

す
•る
い
く
つ
も•の
事
例
を
，

.
;■•
'
:
.ま
た
、

)

：土
地幾

：：

ベ
農
鬼
層
の
分
解.，
：農
村
工
業
土
い
：っ
お
よ
ふ
な
テ

「

マ
, 

は
、.，
ツC
れ
自
身
と
し
て
遂
に
追
求
の
'目
標
：含

な

ら

，な
か
っ
，た
。
_
A

れ
ら
は
戦 

:

鐘
涑
爬
わ
が
圉
龙
歸
ん
ゼ
軚
フ
た
研
究
分
野
で
あ
彳
た
が
ご
教
授
は
逆
ヒ
そ

■

-

.

■;
: .■ 

ゾ

一五
.：K- 

C

九
：六
：三：>
',

日
本
経
済
史
学
界
に
お
け
る
野
村
教
授

の
業
續



て

い

る

マn

ュ

フ

ァ

ク

チ

ュ

ア

論

争

に

関

し

て

r

私

は

今

そ

れ

ら

の

論

争

に

あ
 

’

ま

り

興

味

を

感

じ

な

い

」

.
と

さ
.れ

て

い

る

。

従.っ

て

教

授

，は

殆

ん

ど

論

争

に

直
 

接

に

参

伽

さ

办

る

の

は

龍

の

こ

と

、

閲

心

--
?

又

も

荥

さ

れ

な

か

っ

た

。

，
実

. 

際

、

教

授

の

発

表

さ

れ

る

論

文

は

、

他

の

何

A

も

が

容

駿

し

得

ぬ

^

実

そ

の

も
 

.
の

の

追

求

が

殆

ん

，ど

で

あ

っ

た

。

 

‘

、

，

•

'

.

.
ノ
；
：教

授

場.：さ
^

5
ン
た
歴
史
事
凄
を
、

.齡
者
に
そ
れ
贫
饭
彿
 ̂

.

2

^
で̂
描
が
れ̂
。
：ま
£:
:ど
故
教
授
の
^
^
は
歴
史
を
書

''
<:本
い
あ
ょ0-
:
;へ，
 

は
、「

描
く」

と
表
現
し
た
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
程
で
あ
っ
た

.0
教
授
の 

_屢
々
引
用
さ
れ
た
ラ
ン
ケ
の

：w
i
e
: es 

e
i
g
o-
n
c+
H
c
h 

g

a>.wesell ist: 

•と
い
う
問
い
が.そ
の
研
统
鶴
度
に
貫
か
れ
て
い
る
。
素
授
.に
と
っ
で
歴
史
は
ま 

♦す
何
よ
り
も.

s
e
i
n

で
あ
っ
た
。®

教
授
は
恐
ら
く.

s
e
l
n

の
次
に
は

「

ど 

う
し
て
そ
う
な
っ
た
か
？

」

が
取
ゥ
上
げ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

.の 

疮

め

^
は
神
は
證
咚
十
分
の
時
間
を
与
え
な
が
っ
た
。
多
数
の
■

的
事

 ̂

.

.の「

描
写j 、

一
；そ
れ
ら
澎
録
ざ
れ
た
い
：く

'っ
が)

'書
を
残
さ
れ
な
が
ら
ル
恐
ら
べ
教
授
に
と
っ
て
は
ぽ
本
経
済

^
研
^
の
^
決
算 

.

.と
も
言
う
ベ
き
：

f

日
本
社
会
経
済
史

』

は
ご
i

か
の
完
成
を
見
だ
に
留
ま
ァ 

て
し
ま
マ
た
。
そ
の
意
味
で
：は
、
教
授
の
研
発
は
未
完
成
：に
終
ら
_た
と
言
う
べ 

く
、：：

そ
の
.！

I
*

は
遂
に
、
；
直
接
：に
：は
我
々

.の
眼
に
触
れ
得
な
い
事
と
な
：
っ
た
の

.. 

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
構
想
の
余
り
に
も
の
大
き
ざ
の
た
め
に
、
未
完
成
に
終

''
. 

っ
た
空
白
を<

埋̂
め
る
事
は
、
ぺ
他
人
に
と

■?
て
ば
恐
ら
く
不
可
能
か
ぞ
れ
に
、 

近
い
程
麗
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

.し
か

し

、
へ
そ
う
言
づ
だ
限
定
に

%'
'
枸

ら 

ず
、
教
授
の
残
さ
れ
た
遺
産
は
豊
富
で
あ
る
。
：
ま
ず
何
よ
り
も
、
旧
経
済
史
学

;

• 

• 

' 

( 

T
.

2U
ニ 

C 
九
六
四)

:

1
被
、
特
^

K

置

Q
方

督

関

し

窺

、
■

ば
：日
本
経■

の

翼

，

科
学
盼
方
法
を
吹
ぎ
込
ん
だ
パ
ィ
オ
ニ
ア
の

」

人
と
し
て
そ
の
名
々
永
久
に
留 

め
ち
れ
る
で.あ
ろ
-ぅ
。
ま
た
、
自
ら
描
ぎ
出
ざ
れ
た
豊
富
な
史
実
は
、
そ

.の
：事
V 

;:
M
が
！̂

故
れ
％
が
ぢ1

■
至
名
何
百
年
と一：i>ぅ
齡
を
縮
め
ら
れ
た
と
言
.' 

え
る
。

ま
た
教
授
の
個
人
的
努
力
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
史
料
集
の

i

、 

ぎらにぱ点梵は

J

Wっ：：

た
史
料
■

€>
:■個
-

<

カ̂
良
1

を
感
ン 

セ
■

:>
*
の
全
国
盼
規
摸
あ..の
組
織
化
へ©
努
カ
、.
£'
れ
ら
は
教
授
の
麼
史''
' 

観
の
所
産
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

.最
後
に
、
我
々
の
学
び
と
る
：ベ
：き
も
の
は
、
：
 

本
で
持
ち
続
け̂
:れ
た
：学
問
へ;©
.

1

で
あ
，る
。

晩
年
の
：敦

授

に

は

い

く 

'
つ
，本

の

公

的

な

会

^
#

在
務
が
絶
え
間
な
ぐ
待
ち
構
え
て
い
：た
が

> 
そ
の
さ
中. 

^
考
っ
‘
も
^
寸
暇
を
惜
む
ー
ん
贫
研
统
室
セ
ぃ
ー
枚
の
交
書
を
整
理
さ
れ
、
愛

さ

： 

れ
^
い
た
時
な
そ
、̂
授
が
最
も
自
ら
め
生
き
0
-斐
を
感
じ
：て
居
ら
れ
た
瞵
間
：
 

で
あ
っ
た
と
私
に
は
思
.わ
れ
る
>0
勿
論
ぞ
の
内
容
に,つ
'い
て
は
、
そ
れ
こ
そ
千 

差
.万
別
が
あ
っ
で
然.り
で
あ
る
が
、
：
学
問
研
突
に
対
す
る
：態
度
、
：
学
者
と
し
て 

:

の
生
き
方
に
つ
い
て
、
；教
授
，の
录
さ
れ
た
範
は
：、

.'
■
後
学
の
我
々
に
と
っ
.て
は
一 

っ
ー
の
自
骠
で
あ
ヴ
、
ン
理
想
：な
の
で
：あ

る

： 

'

こ

'

.
'-
.
.
'

::

教
痕
の
学
問
的
震
に^;
い
て
は
、
全
体
系
を
探
り
、
他
の
.部
門
と
の
綜
合 

を

図

る

事

が

必

要

：で
あ
.り

、

そ

：の

*:
め
に
..は
肩
爾
务
窗
と
綿
密
な
検
^
 ̂

必
要
で
あ
る
。
倉
卒
の
：内
に
書

'か
れ
た
こ
の
文
が
、
：
却
：っ
て
教
授
の
学
問
的
真 

意
.を
損
う
も
の'で
あ
る
事'を
怖
れ
る
の
で
あ
る
が
、
教
え
を
受
け
た
者
の
一
人 

と
し
て
追
憶
を
記
し
た
ま
で
；で
ぁ
る
。
，
：

日
本
経
済
思
想
史
研
究
を
回
顧
し
て
ミ

:

.

.

マ
.
.
.
. 

、

：
'
.
v 

. 

V
:

.;:
.

.

へ

.

.

'先
生
が
、

「

日

本

想

史 

>研

究
€>
分
野
ね
お.い
，て
果
ざ
り 

れ
た
囊
を
回
顧
じ
、
：わ
が
国
に
お
け
る

「

日
本
経
済
思
想
史

」

ぺ
；研
究
が
今
日.
 

ぶ
で
歩
ん
：
で
来
た
研
统
史
上
：に
お
：：い
て
、
；
"

先
生
が
抒
な
わ
れ
た
研
究
め
持
や
歴

-: 

史
^

^

を̂
正
土
ふ
把
握
し

〜

将
来
の
研
篼
の
礎
泰
と
し
た
い
と
考
え

^
つ
わ
;- 

奪
し
一
は
と
の
盡
を
書
い
戋
そ
办
た
蚁
に

’わ
だ
ぐ
し
ば
、-
森

；が
国̂

. 

お
け
名
明
治
以
降
の̂日
本
霧
思
想
史̂
研
绳
の̂

^
を
^

-
る
说
と' 

に
：よ
づ
：

K
、：，

塞

が

'-
'
:

「

日
本
経
猜
思
想
史
！

一

研
®
安S

始

さ

れ

お

：

け
：，. 

る
淨
界
の̂

^
を
明
白
'に
：.し
汾
先
生
：の.研
毙
が
.持
灰
た
研
究
史
上0
位
#
^
定
^
. 

め
る
扈
と
-ゝ
ブ
先
坐
が
生
涯
ぼ
わ
た
る
霱
活
數
に
お
い
で

^
日
本
經
済
思

： 

想

癌
*

篼
が
如
！̂
行
か
わ
れ
て
来
た̂
^
、■

要
f

:'
.
-
-
®
の
：発
表̂
 

郎
し
ザ
櫥
括
を
試
み
奢£;
、
雀
ら
に::
>
:
1
1
卞
ぐ
先
生
が—1
日

本

経

済

醫

溲 

:

研

毙

霉

沁

て

論

じ

裏

允

諸

麗

の

中

ょ

り

ヲ

^

ニ
の
^

^
證

マ
^

れ
に
乾
干
の
検
尉
を
加
え
る
こ
と
、
以
上
の

.三
項
B
に
わ
け
て
論
じ
た
い
と
思

日

本

経

済

思

想

史

研

究

を

回

顧

し

て

> 

一
 

.

.

. 

'

w

^

i

i

iへ
と
ぐ
ぢ
徳
愚
藩
体
制
下
に
生
成
’
-発
展
し
たS
 

済i:

怠
想
：の

t
w

適
程
の
.史
i

察
を
目
的
と'す

な「

日
本
経
済
思
想
史

j

へ
お
へ 

ょ
一
び
，

一
維

新
期

以

後

紹

介

;'
ハ|

ざ
れ
だ
©
欧

先

醫
の
科
#
と
じ
て
の
ー 

•f

奮

学
1-
の
史
的
展
開
を
考
察
ず
备
^
日

本

経

饔

史
-^
は
妁
未
だ
新
し
い
ー 

研

靡

：の
分
野
..で
あ
る

」

と
い

い
え

ょ
ぅ

。

前
者
の
：'

研
究
を
概
括
的
に
み
る
な
ら
' 

ば
た
猶
々
：
€>
■
恩
想
家
备
々
の
学
説
に
関
し
て
0.
:研
淹
抝
は
：鋭

い

指

摘

と

立

派 

な
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
に
も
が
か
わ
ら
ず
、

‘
わ
が
|1
に
お
い
て
生
成

•

発
展 

し

た「

経
^

J

M想
を
統
一
的
に
、
系f

に
、
.
し
か
も
発
展
的
に
把
握
す
る 

努
力
は
、..
•
数
少
な
い
業
績
を
除
い
て
は
、
未
だ
多
く
現
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現 

_

餐

梟

：1

,

思
想
の
■史
的
霞
が
明
治
時
代
以
降
太
疋
昭
和
を
一 

経
ズ
今0 '

に
至
！る_
で
;-
:
>
:
.
如
何
に
^

^「

て
来
た
か
ハ.:
:
:そ
ど
ぬ
み
ら
れ
る
册
究
：
 

©
特

微

考

残
#
费

“
る
諸
問
霞
何
で
あ
る
か
等
に
ラ
い
て
め
芸
某
経

：. 

搏
思
想
^

^
の

露

霜

回

顧

は

趣

本

住

栄

醫

氏

ね

ょ

：
つ

V
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